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特別支援学級のための音楽鑑賞教材研究Ⅱ

～実演奏による鑑賞授業（2）～

宮下茂　（長崎大学教育学部）

Iはじめに

筆者は、平成19年2月23日に長崎大学教育学部附属養護学校（現特別支援学

校）で開催された公開研究発表会に於ける中学部指導助言者の任を得た。それを

切っ掛けとして、特別支援学校での音楽授業の内容に興味を抱いたと同時に、演

奏家としても同様の興味を抱いた。そして筆者の指導活動や演奏活動を特別支援

学校の生徒に役立てることや、どのようにすれば役立てることができるか等を考

えるようになった。その後、約1年間にわたり特別支援学校並びに盲学校に於い

て授業観察を行い、音楽授業に於ける指導目標として筆者の考えを明らかとした。

（註1）

そのような中、平成19年度文化庁芸術家派遣事業派遣講師の任を得て、同年6

月6日から3回に亘り長崎県立盲学校幼少部に於いて音楽授業を行う機会を得た。

1回あたり60分の授業では、歌唱指導と鑑賞授業を半々に行った。

本論分は、筆者の行った実演による鑑賞授業の試行内容を考察し、児童並びに

生徒の持つ様々な能力を伸ばす内容の音楽鑑賞プログラムの研究を行うものであ

る。

鑑賞授業の試行では、鑑賞授業全体の総合的テーマに「歌と音楽のおもしろさ」

を打ちたて、各回のテーマを以下に設定した。

・第1回テーマ「歌のおもしろさ（季節の歌～どんな季節？何を思い出す？）」

・第2回テーマ「音のおもしろさ（音の描写～どんな音？何の音？）」

・第3回テーマ「歌のおもしろさ（世界の歌）」

第1回、第2回の鑑賞授業内容は既に「特別支援学級のための音楽鑑賞教材研

究Ⅲ～実演奏による鑑賞授業（1）～」（註2）に記している。

本論分では、第3回鑑賞授業内容と鑑賞授業全体の総括を行う。

Ⅱ長崎県立盲学校幼少部での実演による鑑賞授業

●　第3回鑑賞授業の実施

第3回目の鑑賞授業では、テーマに「歌のおもしろさ（世界の歌）」を設定し、
平成19年6月20日（水）11：30～12：30の派遣授業の中で実施した。

15分刻みの鑑賞授業を2セット行い、それぞれのテーマを①「世界の歌～世界
の民謡と愛唱歌」　②「世界の歌～ハバネラのリズムで巡る世界の旅」とした。
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その中で鑑賞曲に関するコメントと演奏を交互に行った O

前固までの鑑賞授業に於いて、第 1回では児童にとって身近な季節をテーマと

した唱歌を中心に鑑賞を行い、第 2回では想像を伴う集中力を必要としたテーマ

で鑑賞を行ってきた口第 2固までの授業に於ける児童の様子を観察した結果、ほ

とんどの児童が鑑賞内容に興味を持ち、集中を切らさずに聴くことできることが

分かった D その為、今回の授業では 2セット目の前半に、複数の曲に共通する「ハ

バネラ」のリズムを感じとる内容を加え、リズムと国別の 2つのテーマによる、

世界の愛唱歌の鑑賞を試みた。

曲目、選択曲のテーマ、コメント内容等、具体的な内容は[表 1] [表 2] を参

照されたい。

【表 1]鑑賞指導内容 1r世界の歌~世界の民謡と愛唱歌J

(コメント時間十演奏時間=合計 15分)

曲)1慎 選択曲のテーマ コメント内容(台本)

(導入)
好きな歌はありますか?

今日、先生が最初に歌いたい歌は、
1 好きな歌・・・

今、歌い歌
元気にテンションをあげて歌える

歌です。

今、先生が歌いたい歌を歌いまし

た。でも、一人で歌う歌よりも、み

んなで歌える歌は、もっと楽しくな

ります。

みんなで歌える 子どもから、おじいちゃん、おばあ
2 

歌~愛唱歌 ちゃんまで、誰とでも歌える歌、そ

んな歌のことを「愛唱歌Jといいま

す。

今日は、そんな「愛唱歌Jを集めて

みました o

ほとんどの日本人が知っている愛

唱歌「ふるさと」。

世界にも、そんな愛唱歌がありま
韓国版

3 す。
「ふるさと」

お隣韓国の愛唱歌、韓国版「ふるさ

と」といえる、「故郷の春Jを聞き

ましょう O

曲目

闘牛士の歌

(ビゼ一作

曲、歌劇iJ rカ

ノレメン」より)

(第 1節のみ演

奏)

ふるさと(高

野辰之作詞、

岡野貞一作

曲)(第 l節の

み演奏)

故郷の春(後

藤田純生訳

詞、洪蘭坂作

曲、山田真孝

編曲)(第 1節

一奏) I 



続いては、同じアジアの大国、中国 太湖船(中国

中国の愛唱歌~
の愛唱歌。 民謡、菊村紀

4 舟遊びの楽しさを歌って、世界に知 彦作詞、松山
民謡

られる歌 I太湖船(タイ・フー・チ 柘士編曲)(第

ョワン)JですD 1節のみ演奏)

今歌った中国の愛唱歌…これは、中

国の民謡でもあります。
グリーンスリ

世界には、様々な民謡があります。
ーブス(イギ

欧米の民謡には、どこかで聞いたこ
りス、イング

とがある歌や、初めてでも、聞きや
世界の民謡へ~ ランド地方の

5 すい歌がたくさんあります。
イギリスの民謡

続いては、ヨーロッパの民謡を聴き
民謡、門馬直

衛訳詞)
ましょう D

(第 l節のみ
まずはイギリス、イングランド地方

演奏)
の民謡ーから「グリーンスリーブス」

です。

続いては、イギリスのそばに位置す

る、アイルランドの民謡。 庭の千草(ア

世界の民謡へ~ ケルト音楽などで知られる、アイル イルランド民

6 アイルランドの ランドは、古くから伝統を大切にす 謡、堀内敬三

民謡 る国で、ヨーロッパの人にとって 訳詞)(第 1節

は、中世の時代を呼び起こす、懐か のみ演奏)

しさを持つ音楽があります。

. ドイツの民謡は明るく、楽しく、ほ 別れ(ドイツ

世界の民謡へ~
がらかです。 民謡、門馬直

7 別れの歌でも、明るく歌われます。
ドイツの民謡 みんなで楽しく歌えそうなドイツ 衛訳詞) (第 1

民謡「別れ」です。 節のみ演奏)

菩提樹(ドイ

. ピアノの音から風の音が聞こえて ツ民謡/シュ
ドイツの民謡~ いた、シューベルトの「菩提樹J。 ーベルト作

8 シューベルトの . ドイツの民謡では演奏の難しい風

歌も民謡に… の音が省略されて、みんなで歌える 曲、門馬直衛

歌になりました。 訳詞)(第 l節

のみ演奏)



ヴォルガの舟
最後は、寒い風土の厳しい生活を歌

歌(ロシア民
北の大地の寒そ うロシアの民謡。

謡、門馬直衛北の大地の大国ロシアに 17世紀頃9 
うな民謡 生まれたロシア民謡「ヴォルガの舟 訳詞)(第 1節

歌Jです。
のみ演奏)

[表 2]鑑賞指導内容 2I世界の歌~ハバネラのリズムで巡る世界の旅J

(コメント時間十演奏時間二合計 15分)

曲11頃 選択曲のテーマ コメント内容(台本) 曲目

ハバネラ(ビ

ゼー作曲歌劇

. まずはピアノソロで、この曲を聞き 「カルメンJ
1 

ましょう o から)(第 1節

のみ演奏) (ピ

アノソロ)

. フランス人のビゼ一作曲の歌劇「カ

ノレメン」から 踊りのリズムが特徴
世界はせまい?

的な「ハノミネラ」でした O

~ハバネラのリ
ビゼーがスペイン民謡だと思って

ズムでめぐる世
いたこの曲、実はスペイン人のイラ ラ・パロマ(ス

界の旅
ディエルの作った歌でした O ベイン民謡/

. 彼はスペインからアメリカへ演奏 イラデイエル
2 

旅行して、キューバのハバナで「ハ 作曲、津川主

パナ風の踊り」の曲を知りました O 一訳詞) (第 l

その後、 フランスへ移ってビゼー 節のみ演奏)

の「ハノくネラ」が生まれました。

. 続いてはイラデイエルの作った歌

(スペイン民謡)、「ラ・パロマJを

聴きましょう O
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3 

イタリアの有名なナポリ民謡「オ

ー・ソレ・ミオ」口

ディ・カプア作曲が作曲し、 1899

年にナポリ地方のお祭りで、第 2

位入賞した歌です D

オー・ソレ・

ミオ(ナポリ

民謡/ディ・

カプア作曲、

徳永政太朗訳

この曲でも「ハノくネラ」のリズムが|詞)(第 1節の

聴こえます。 Iみ演奏)

4 

チ

民

三

節

ル

リ

敬

礼

)

ポ

内

ぽ

奏

タ

ナ

堀

)

演

ン

(

、

詞

み

サ

ア

謡

訳

の

j

た

リ

リ

七

円

ラ

い

ポ

ア

ま

チ

ネ

着

ナ

の

)

レ

バ

り

は

ラ

川

ノ

ハ
辿
に
。
へ

4
6ん

タ

ア

オ

、
h
b

大
」
ン

ト

ー

ノ

、

北

川

タ

¥

不

J
J
W

f
d

右

イ

一

た

日

日

時

飢

山

A

い

川

崎

ム

夕

日
H

V

L

-

、
一
司

J
ん

に

を

J

ン

唱

謡

バ

ム

ア

カ

愛

民

一

ズ

リ

、

、

リ

。

ユ

リ

タ

謡

等

ポ

す

キ

の

イ

民

ア

ナ

で

フニクリ・フ

ニクラ(ダン

l 愛闘の宝庫~I 続いて昔のコ…山ング ツァ作曲、津
5 

イタリアの歌 「フニクリ・フニクラ Jです。 川主ー訳詞)

(第 l節のみ

演奏)) 

ト寸
心の歌(歌劇

「リゴレッ

最後は、オペラのアリアですが、愛 ト」より、ヴ

6 唱歌としても知られる「女心の歌J エノレデ、イ作

です。 曲、堀内敬三

訳詞)(第 l節

のみ演奏)

イタリアのカノレディッロが、 1908

年に名歌手カルーソーのために作 カタリ(つれ

った歌「カタリ(つれない心)J。 ない心)(カノレ
7 

タリアの歌 歌の魅力は、やはりその国の言葉の ディッロ作

中にあります。 曲、原語歌唱)

最後はイタリア語で聴きましょう O
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Eまとめ

以上が全 3回に亘る鑑賞授業の授業内容である O

鑑賞授業では、授業前に行った授業観察の考察内容を受け、授業の時間配分を

児童の慣れている 15分の活動に分け、 60分の授業に対し歌唱と鑑賞の 2つの内

容を 15分の活動 4セットに分けて、歌唱と鑑賞を交互に行ってきた。(各回共通)

授業への取り掛かりとして、児童によく知られた季節の歌による鑑賞の授業を

始めた(第 1回授業)

盲学校の児童は客観性に優れ、音に対するすばやい反応ができ、周りの音を聞

き取る能力に優れているとの考えから、児童の持つ能力を確かめる目的で、音楽

の中から聴こえる自然描写の聞き取りを試みた。(第 2回授業)

また、児童の発言内容に年齢よりも大人びた発言が聞かれ、子供らしさに囚わ

れない鑑賞プログラムも可能であると考えられた。そのことから、世界の愛唱歌

による懐かしさ等<歌の心>の聴き取りを試みたほか、共通するリズムの聞き取

りを試みた。(第 3回授業)

各回の鑑賞授業では欠席等の為、幼児 1名、第 l学年から第 6学年までの児童

7'"'-'8名、合計 8'"'-'9名が鑑賞した。

全盲者、弱視者のほか肢体不自由等があるため感想等やアンケートの記入は、

時間を必要とした。そのため、幼児並びに児童へのアンケートは行わず、授業の

中で鑑賞の様子を観察し、直接質問をその場で行い、授業後に児童によって書か

れた感想文と合わせて鑑賞教材の成果内容を考察した O また、音楽授業担当の 6

名の教諭による感想文書(事業報告書)から、鑑賞授業に関わる部分を抜き出し、

合わせて考察を行った。

教員並びに児童の感想、内容は【表 3] を参照されたい。

教員の感想、から、鑑賞授業各回とも好評を得ていたが、特に音楽を聴くのみで

はなく、話を挟みながら効果音と音楽を交互に聴いた第 2回の授業に興味と関心

を与えたことが伺える o (表 3-A)

また、児童の感想でも、第 2回の鑑賞授業に於ける「木の葉を揺らす風の音」

として紹介したシューベノレトの「菩提樹」や、日本語歌詞の理解に頼らず、 ドイ

ツ語での歌唱とピアノの音から情景を感じ取る鑑賞として紹介した、レーヴェの

「詩人のトム」が好評であった。(表 3-B一①)

同様に「詩人のトム j で鑑賞した、効果音 CDの具体的な自然音も好評であっ

た。(表 3-B ③) 

授業の中でも、「菩提樹Jの鑑賞途中で「聞こえた!Jと、思わず声を上げる児

童がおり、自分の想像とピアノの音が結び付いたと感じたことへの感激が表れた

様子が観察された。

その他の感想として、教員の感想の中に「力強い歌声に首をすぼめてしまう児

童もいた。 j という音量に関する注意点が見られた。(表 3-A-④)



児童の感想に、「しゅう学りょこうで花火を見たとき、『ドーンとなった花火が

きれいだな。』をおもい出しました。 J(表 3-B-⑤)とあったが、その意見とは別

に、鑑賞授業の中での注意点がいくつか考えられた O

一つは前述の音量に関する注意であり、例えば第 2回授業で鑑賞したムソルグ

スキー「のみの歌」の中で、やはり「首をすぼめてしまう児童」の姿が見られた。

急激な音量の変化の部分で、児童は驚いた様子であった O そのような楽曲を選択

する場合、児童への配慮が必要であった o

また、前述の花火の感想、を述べた児童の例であるが、その児童は急激な音量の

変化の部分では平気な様子で熱心に聞き入っていたが、第 3回授業で鑑賞したダ

ンツァの「フニクリ・フニクラ」では肢量を起こしてしまった。しかし、その児

童は別室に移動させようとする教員の手を払いのけ、床に手足をついたまま最後

まで曲を鑑賞し続けていた。その様子から、熱心に聞き入るあまり、この曲の持

つ快活な速度とリズムに一種の酔いを感じたと考えられた。

以上の考察から、音量や速度・リズムについては、鑑賞者に合わせた選択が必

要であるが、語りと自然音、歌とを組み合わせた鑑賞は、盲学校の児童にとって

想像力を働かせることができ、興味と関心を寄せることができる活動になりうる

ことが分かった D

筆者は、今回の研究内容を基に語りと自然音、歌とを組み合わせた鑑賞プログ

ラムを再考し、続いて特別支援学校において実演による鑑賞授業の試行を行う計

画である O

註
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{表 3]感想、(鑑賞に関する部分)

A. 教員の感想(鑑賞に関する部分)

①各回毎に季節、鑑賞(自然の音など)、世界の音楽と内容も盛りだくさんで、

子どもたちの“あ一知ってる"“あーわー"という驚きの声と表情が印象的

だった o

②四季のイメージを効果音とともに歌唱とピアノ演奏していただき、イメージ

の伝え方から子どもたちも想像力が育ったと思った D

③先生のはりのある歌声がとても魅力的だった。 Nさん(弱視、肢体不自由)

は全身で声を受け止めるような感じで、身体をしっかり起こし聴き入り、歌

声を楽しんでいた口お話される声も大好きだったようだ。

④力強い歌声に首をすぼめてしまう児童もいた。

B. 児童の感想、(鑑賞に関する部分)

①きれいなえんそうをきかせていただいてありがとうございます。みやしたせ

んせいのこえわ やわらかし、かんじがしました。きせつのうたがとてもすき

でした。ピアノがとてもじよーずだったです。シューベルトのきょくがとて

もすきでした。 ドイツでうまれたひとがつくったうたもすきでした o また、

うたをひいてください口 (3年男子・全盲・点字文)

②きれいなうたをうたってくださつでありがとうございます。ぜんぶのうたが

きれいでした。 (3年男子・強度弱視)

③ぼくがいちばんやさしくてなめらかなうたは、はるがきたといううたです。

ぼくがおもったのは、みやしたせんせいのこえがきれいだなあとおもいまし

たD ぼくがいちばんおもしろかったのは、すずのおとがまざった CDをきい

たのがおもしろかったですo (4年男子・全盲・点字文)

④すずのおとをきいたのがおもしろかったです。せんせいのうたをきいてたの

しかったです。こんどあったらたのしいおはなしをしましょうね。 (4年女

子・全盲・点字文)

⑤しゅう学りょこうで花火を見たとき、「ドーンとなった花火がきれいだな oJ 

をおもい出しました o (( 6年女子・弱視)

⑥うた、だいすき ありがとう (6年女子・弱視・肢体不自由)




